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概要 

 蒔絵などの優れた作品がヨーロッパに紹介され、「japan」と呼ばれた日本の漆。その漆の

起源や漆文化再生への取り組み、漆工材料と技法などが述べられている。日本人と漆のつき

合いの歴史は古く、世界でもまれにみる文化を残していると言える。おびただしい数の漆工

品が制作され続け、しかもそれらはすべて使用を目的とした品々であり、当然のことながら

時代を超えて使用され続けてきた。そのため、乾燥による影響や使用による傷みが発生する。

使用が継続している時代には、修理が繰り返されることは当然で、修理を含めたすべてがそ

れぞれの品々の歴史でもあるのだ。 

 

感想 

 日本人と漆のつき合いは長いが、現代ではライフスタイルの変化や若者の漆文化の認知

度の低さにより、現代の日本人と漆は遠い関係になってしまった。ここでは、時代を超えて

愛され、使用されてきた漆の傷や乾燥を修理することは当然で、修理を含めたそのすべてが

漆の歴史であるというふうに述べられている。私はこの、「修理を含めたそのすべてが漆の

歴史である」という言葉が非常に魅力に感じた。 

昔は、料理屋さんに漆の重箱を預け、それに料理を詰めてもらうということがされていた

そうだが、今では傷がついたりしてしまうこと等を理由に、重箱を受け取ってもらえないと

いう話を聞いたことがある。せっかく漆の重箱を使用する機会があるのにも関わらず、使用

できない現状があることは残念に感じる。そのため、修理を含めての品というふうに考える

とさらに残念に感じた。時代の変化により、現代の日本人は非常にセンシティブになってし

まったのではないかと感じた。また、消費者のライフスタイルの変化だけではなく、昔では

当たり前に漆を使用していた世界でさえも、漆を受け入れることができなくなってきたと

いうことにも課題に感じた。 

壊れたり、欠けたりする所を金でつなぎ止める、金継ぎというものがある。実際に、壊れ

たりしたものを金で修理するものがあり、金継ぎが施された品もまた、世界に１つの作品と

なり良い作品になると思う。そのような金継ぎがあるので、漆の使用に関しても、昔のよう

に、傷んだところがあれば修理するというように、もう一度、気楽に漆を楽しむことができ

る心の持ちようになれば良いなと感じた。 


